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【リリース資料】 

イラク国営船社の東アジア総代理店・集荷業務を本格展開 

 
三井倉庫（株）藤岡社長は８月２２日（金）にイラク大使館、アラー・アル＝ハーシミー

駐日イラク大使を訪問し、まずイラク共和国の現況に深い憂慮と一日も早い平和と平安が訪

れることを祈念している旨伝えるとともに、イラク国営船社の東アジアでの総代理店受注の

報告を行いました。 
 

三井倉庫は、この２０１４年３月１１日にイラクの国営船社の SCMT 社（State  Company 
For Maritime Transport、本社:バグダッド）と General Agent Contract（総代理店契約書）

を締結し東アジア地区での SCMT 社の総代理店に任命されておりますが、2014 年度下期か

らの同社新造船計画に対応し、今後、総代理店業務を本格展開していきます。 
 

本件総代理店業務の責任地域と主な業務は、Korea、Japan、China、Taiwan、Vietnam、

Cambodia、Philippines、Malaysia、Singapore、Indonesia、Thailand において、SCMT
船（もしくは SCMT チャーター船）の入出港業務やオーナーズ業務、およびイラクをはじ

めとする主に中近東向けの集荷、輸送を行うことです。 
 

SCMT 社は、かつては日本にも寄航し各種貨物の輸送の実績がありましたが、長きに渡

る戦争で機能が低下していました。イラク戦争後１０年を経て、イラク政府の、国営自社

船にて自国貨物を運送するという同社再興の方針の下、直近では、新造バルカー船（１７，

５００DWT のツインデッカー）３隻を韓国にて竣工させています。当社は、韓国の現地法

人において、その代理店業務をこのほど完遂いたしました。 
また、同社は、2014 年度下期起工予定で、8 隻の新造船計画があるほか、16 隻の造船オ

プション契約も結んでいます。 
 

総代理店業務の対象となる上記地域は、全世界からのイラク向け貨物の４割以上を占め

ており、イラクの経済にとってきわめて重要な地域です。 
  三井倉庫は、今後の同社新造船計画に対応し、荷主のご要望に応える配船などにより、

当社グループの総力を挙げ、東アジア地域におけるイラク・中近東向け貨物輸送のニ－ズ

に応えてまいります。 
 

【お問い合わせ】 
三井倉庫港湾運送事業部門港運統括部（藤巻、中村） 

（電話：０３－６４００－８００４） 


